≪性暴力と出産を考える講座シリーズ≫
妊娠葛藤と出産の現状と支援について　～ピッコラーレが大事にしている関わり方～
報告

2025年5月24日にオンラインにて、認定NPO法人ピッコラーレの理事であり、助産師である土屋麻由美さんに講座をしていただきました。

ピッコラーレは「「にんしん」をきっかけに、だれもが孤立することなく、自由に幸せに生きることができる社会の実現をめざし」てにんしんSOS東京などをはじめとする妊娠葛藤の相談や居場所づくり、提言などの活動を続けて今年で10年を迎える団体です。
土屋さんには、葛藤を抱えて妊娠する人たちの現状や、ピッコラーレがこれまでの活動から積み上げてきた支援者としてのかかわり方を中心にお話ししていただきました。

本講座は「ドコモ市民団体活動助成事業」として、ドゥーラシップジャパンが実施している「「一人じゃないよ」妊娠出産サポートプロジェクト」の一角である支援者の研修を目的に行いました。ピッコラーレさんが相談を受けたり支援をする人は若年者も多く、15歳未満が2％、15－18歳未満の相談者が18％と、全体の20％が高校生以下の年齢だそうです。厚生労働省の統計では14歳以下の子どもが出産した数は2020年に37人、同じ年齢層で妊娠し中絶した子どもの数は127人とのこと。14歳以下の子どもが出産する数は、1995年以来ほぼ変わっていません。

ピッコラーレが2023年に受けた相談は3348人。そこから見えてきた現実は、「10代では、望んで妊娠をしている人は少なく自己決定をすることは難しい」ということでした。
―自分で自由になるお金・中絶に必要なお金が（足り）ない
―自立したくても保護者の同意がないとバイトもできない
―妊娠が知られたら家にも学校にもいられなくなる
―相談できる人がまわりにいない
―どこで情報を得るのか分からない、支援があっても受けられない

など、未成年ならではの問題が発生してとても「しんどい」状況なのが伝わってきます。

大変な状況でも、とにかく相談してくれたことにまず感謝を伝え、相談者の思いを聞き取るのがピッコラーレが大事にしていること。「不安」「悩み」「助けて」という気持ちに寄り添い、気持ちが決まるまで伴走する。必要な支援が固まったら同行支援することもあるそうです。大人の目線で決めつけたり、話を先取りしたりしないで、じっくり若い人でも気持ちを聞き取る。そうすることで、「受け入れられる体験・繋がることで得た安心感」が醸成され「社会への信頼・自分への自信」が生まれ、「自立」につながるようにピッコラーレの支援者たちは年中無休で努力されています。

また、子どもが妊娠する場合、近親者による性暴力によるものもあります。家庭にいられないという事情でパパ活や泊め男のところで寝泊まりし、性暴力を受けている場合もあります。いずれも複雑な家庭・社会・精神的状況が絡み合い、支援も簡単ではありません。そんな中で、妊娠した子どもは必死にその状況の中で自分なりに生きようとしているのです。

そんな中で生きてきた子たちは「妊娠以前から信頼できる大人が周りにいない」のが普通なのでコミュニケーションが難しいことも多いそうです。

そんな背景を理解し、相手のことをジャッジせずただただ親身に話を聞く。本人の意思を尊重し、それに沿った伴走支援を一緒に考える。

それがピッコラーレさんの大事にする支援だと伺いました。言うは易しでも、本当に常に自分に言い聞かせていないと、実行するのはとても難しいと感じました。でも日々努力するしかありません。妊娠葛藤を抱える人の一人でも、支援者に話を聞いてもらうことで自立につながる子がいるのであれば、それが希望の綱となって、明日の支援につながっていくのだろうと感じました。

また、支援を提供する側にもとても精神的に負担がかかる事なので、チームで関わることがとても大切だと学びました。相談に対する答えを考えるのも、一人でなくチームで相談しながら考えることで、支援者の負担やストレスを減らせるし、またよりよい対応ができる基だと思います。

ピッコラーレさんは、相談窓口を設けたり同行支援を行ったりするほかに、妊娠・出産した方のための居場所づくりも行っています。周りにジャッジされず、安心できる自分の空間があることは、それまで不安な状況にあった人にとってとても大切でしょう。

ドゥーラとしては、ジャッジしないで傾聴する、その人の希望を聞き取る、そして一緒にその希望をかなえられるよう伴走する、を常に実践すべきです。それができているかどうか、常に初心に帰り、時には第三者から客観的に自分の対応や行動を見てもらいながらブラッシュアップしていく、など常に工夫しながら気を付けていきたいと思いました。また、ピッコラーレさんのような存在に感謝し、相談や居場所が必要な方と出会ったらつなげていくリソースとして必ず持っておくべきと思いました。
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